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誰るが安はして喜らせる

8月 29日 (日)、大地震を想定した市総合防災訓練の訓練項目の一つとして 「災書

ボランティアセンター設置運営訓練」を行いました。近年、大規模地震に見舞われ

た被災地では、多くの災害救援ボランティアが活動 し、住民の生活復旧に大きな力

を発揮 しています。災害発生時にボランティアの受け入れ窓日となる 「災害ボラン

ティアセンター」が円滑に運営できるよう行政職員の協力のもと、ボランティアの

受付から活動報告までの一連の流れを確認 しました。詳 しくはP6へ !

t華橋馴薬祉備会
'CONEttTS

●地域福祉課情報発信

●コラム他

●ふくしがわかるクイズ他

●ボランティア情報コーナー

●夏休み体験学習写真集

●ボランティア団体 ・学校紹介
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ボランティア推進大会
市内で活躍されているボランティア団体の活動発表や参加者相互の交流の機会としてボランティア

推進大会を開催します。ボランテイア活動を行つている方、ボランティア活動に興味がある方、ど

なたでも参加できますので、お気軽にご参加下さい。

平成 22年 11月 27日 (土)12:30～ 16:30

須玉ふれあい館 ホ ール

①ボランティア体験 ・活動発表
・須玉小学校 ・武川中学校 ・朗読サークルどんぐりの会 (明野) ・ ほほえみの会 (武川)

②演ずる

武)1町フラダンスグループ 「ハイビスカス」

③映画上映

歓喜の歌 ～きつとあなたの心にあかりを灯す、笑いと涙の音楽喜濠」～

第2回 八ッピーフリーマークット出店者募集

子ども用品 。マタニティなど、子育てを応援するフリーマーケットの出店者を募集します。名水ま

つりの会場内で開催しますのでお祭りを楽しみながら出店できます。不用になつたベビー用品、子

供服などを出店してみませんか?

平成 22年 11月 21日 (国) 10:00～ 14i00

白州町総合グラウン ド (白州名水まつり会場内)

1′5m× 1′5 rll(先着 10ブ ース)

無料

詳細については申込み時にお知らせします。
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○日 時

○場 所

○ブース

○出店料

○その他

出産お視い品贈呈事業

●申請場所

北杜市社会福祉協議会本所 ・各支所

●申請方法

申請書へ記入、捺印の上、母子手帳の提示を

してください。

(※申請書は社会福祉協議会各所にあります。)

●申請期間

出生の国から6ヶ 月以内

●申請回数               =

お子様ひとりにつき、 1回 の申請となります。

●お祝い品内容

紙おむつ 2袋

問い合わせ先

社協地域福祉課

TEL0 5 5 1(47)5202

申し込み 。問い合わせ先

北杜市社会福祉協議会 地 域福祉課

高根町箕輪新町50番 地

TEL0 5 5 1(47)5202

無 料 法 律 相 談 開 投

長引く経済不況と市民生活の多様化の中で、「ト

ラブル」の発生はいつそう避けがたいものに

なつてきています。普段はあまり縁のない分野

であるため、いざ問題を解決 しようとした時の

手段 ・方法に戸惑つてしまうのではないでしょ

うか。北杜市社会福祉協議会では例年好評の「無

料法律相談」を下半期は下記の日程で実施いた

します。予約制のためお早めに申込願います。

平成 22年 12月 22日 (水)

社協武川支所 武 川町三吹21611

平成 23年 2月 23日 (水)

社協高根本所 高 根町箕輪新町50

申し込み ・問い合わせ先

社協地域福祉課 TEL0 5 5 1(47)5202

Eヨ仏の煤め



介護執墓参加書募集

介護者の身体的、精神的負担の軽減を図るため、介護の知識及び介護技術を習得するテーマ別の教

室を開催いたします。興味のある教室にどなたでも参加できます。是非ご参加ください。

テーマ ・内容 開催 国 開催場所

第 1回
『在宅介護のコツ～ひとりで悩まず相談しよう』

介護の悩み相談 ・交流会

平成 22年 12月 4日 (土)

19:00-20:30

小淵沢

保健センター

第 2回
『高齢者が喜ぶレシピを学ぼう～ part l』

高齢者向け新 レシピの習得、調理実習

平成 22年 12月 19日 (日)

10t00-13:00
明野総合会館

第 3回
『在宅介護のコツ～もつとラクラク介護』

介護用品を実際に使つての介護技術習得

平成 23年 1月 16日 (日)

10100-12t00

高根

福祉センター

第 4回
『高齢者が喜ぶレシピを学ぼう～ part 2』

高齢者向け新レシピの習得、調理実習

平成 23年 2月 13日 (日)

10:00-13100

武川

保健センター

参加費

参加申込み

その他

無料

◎参加申し込み方法

下記の申し込み先に電話にてお申込み下さい。 (1回 につき先着 20名 )

◎参加申し込み締め切り

各開催日の 1週間前まで

当日の持ち物等詳細につきましては、申込み時にお伝えいたします。

申し込み ・問い合わせ先

北杜市社会福祉協議会 地 域福祉課

高根町箕輪新町50番 地

TEL0 5 5 1(47)5202

「ひとり綱家庭綱子クリスマス会」参加書募集
市母子父子寡婦福祉連合会主催 「ひとり親家庭親子クリスマス会」事業への参加者を募集します。

ボウリング大会&ク リスマス会食会を行います。市内在住のひとり親家庭の親子なら誰でも参加で

きます。是非む参加ください。

○開催日時  平 成 22年 12月 4日 (上)10:00～ 13:30

0場  所   ダ イ トースターレーン双葉店

○対 象   市 内在住ひとり親家庭の親子

○参加費  大 人 1′000円  子 ども 500円

○申込締切  11月 18日 (木)先 着1贋(定員 80名 )

※市内各所から送迎バスがでます。
※参加費にはボウリング代 ・昼食代が含まれています。

申し込み ・問い合わせ先

北杜市母子父子寡婦福祉連合会事務局

北杜市社会福祉協議会本所

TEL0 5 5 1(47)5202

仏の煤め回



食事サービスボランティアとは

白州食事サービスボランティアの会

会長 大輪 典 子
「おはようございます !」

大きな声で私達白州食事サービスボランティアの会の活動が始まります。まず手洗い、調理合 ・調

理器の消毒、衛生には万全を期 して ・・・さあこれから調理に入ります。レシピを見て当番会員の

人達の手際の良さ、さすが主婦といつも関心 します。 2時 間余りでお弁当ができました。絵手紙の

会の方々の協力によるかわいい絵手紙付メニューを添えて、お届けボランティアの方にお渡ししま

す。

私達白州食事サービスボランティアの会は、会員81名 、年間 11回 、毎回 50食 余りのお弁当

を調理し、高齢者の方々にお届けしています。お弁当の向こうの笑顔を思い浮かべながら ・・・

また、会員同士の交流と料理の勉強を目的に、年 1度研修旅行を実施 して食に関する知識を高め

ています。

理事会においては、料理講習を行い、メニューの見直しをして、美味しいお弁当を食べて頂きたい

と常に心がけています。

向かいあつて食べる機会があると良いですね。そして、この会がいつまでも続けられる事を願い、

この活動以外のボランティアもできたら良いなと思つています。
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まんまる相談室

住所 :高根町箕輪新町50

高根福祉センター内

TEL0 5 5 1(47)5202
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室」スタート!!

赤うゃんのlf8載室が牙―プンしました

妊娠中のこと・おつぱいに関すること。子育ての中で心配 ・不安

に感じることなどありましたら、一人で悩まずご相談ください。

あなたと赤ちゃんに合つた方法を一緒に見つけていきましょ

う!|

安心して楽しい子育てが出来るオアシス的な存在になればと思い

ます。

2名の助産師 《田中・円道》がご利用をお待ちしています。

赤い羽根共同事会運動への

ご協力をお願いいたします

今年も 10月 1日から 12月 31日 まで赤い羽根共同募金運

動が全国一斉に展開されております。

皆様からお寄せいただく募金は、障がいをもった方や高齢者

の活動支援、ボランティア活動支援、福祉大会、広報誌の発行

など、福祉事業の充実のため地域で役立てられます。

皆様には、本年も趣旨を0理 解のうえ、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。

甲陵高校生による街頭募金活動 (長坂駅前)

巴□仏の爆め



社会福祉協議会は地域福祉活動の推進を行う公共性の高い民間福祉団体で、会員の皆様の会費を貴重な財源として

会の運営を行つております。

市民の皆様には社会福祉協議会の福祉活動をご理解いただき、会員になつていただきますようお願い申し上げます。

尚、近年の少子高齢化、核家族化、景気低迷による離職者の増加など、福祉を取り巻く状況は大きく変化 し、市民

の皆様からの多様な二一ズに対応 した地域福祉活動が求められており、それに伴う財源の確保が課題であることから

昨年度より賛助会員制度を導入いたしました。ご賛同をいただき、入会をお願いいたします。

◎一般会員 1′000円 (一世帯あたり年額)

自治会へ加入されている方は区長さんなど自治会役員の

方を通 して納入をお願いします。

自治会へ加入されていない方は、右記の納入書で会費納

入のご協力をお願いします。

◎賛助会員 1回 5′000円 (法人、団体、事業所等年額)

社協より封書にてお願いをさせてしヽただきます。

●各窓口受付時間午前 8時 30分～午後 5時 30分

●納入場所がわからない場合は、お手数ですが電話でご

確認くださしヽ。

平成 22年 度社協会費納入書

氏 名

住 所

会 費

社会福祉協議会窓口

明野支所  25-3289

長坂支所  32-6799
/」ヽ淵沢支所 36-4460

武サ|1支所  26-3568

本所 ・高根支所 475202

須玉支所  42‐3883

大泉支所  38-0133

白州支所  35‐238 3

め屯しが柏か奇コイス
次の問題で正解と思われるものをそれぞれ 1つ 選んで、解答を宮製はがきに記入の上、ご応募ください。

【応募方法】

官製はがきに問題の答え、住所、氏名、年齢、電話番号、ご意見、ご感想を記入の上、

〒408-0011 北 杜市高根町箕輪新町50

北杜市社会福祉協議会 「ふくしがわかるクイズ」係 ま で、お送りください。

または、メールで問題の答え、住所、氏名、年齢、電話番号、ご意見、ご感想を記入の上、

h―shakyo5@cb.wakwak.com ま でお送りください。

メールの場合は件名に 「ふくしがわかるクイズ」と記入してください。

全問正解者の中から抽選で 10名 の方に、泉温泉センター及び白州福祉会館の共通無料入浴券 (5枚 セット)

をプレゼントします。締め切りは、 11月 30日 (当日消印有効)。

なお、当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

-0-0-◇ … 0-0+◇ +●+0キ ◇+。一 e+◇ … 。十●… ◇-0-。 一 ◇… ・… e…

あたたかいご寄付ありがとうございました 社協の温泉

泉温泉健康センター 白州福祉会館

大泉‖ll谷,「1880

TEL 0551 38 2611

10'00～22:00(受付終 r21,30)
行週水眺 H定 休

ド1サl‖田1)tェ【サ|134419
TEL 0266-65-3570
9130～ 21t00(受 十Jtt r 20:30)
4 / 3 Hを除く月曜|1定体

北村1市内            北 村:市内別壮所右者
大人(中学生以 11)i300円    大 人(:|:学イ|:以11)i450円

小学生 !200 1ⅢJ            小 学41:20011J

小学生木満 :無|1       小 学生木満 :無料
※障がい者は 100円づ|き    ※ 障がい者は 1001】!ザ|き

北杜市社協では、地域住民が日常的にボランティ

ア活動を行い、相互に支えあう地域社会の実現を

目指し、ボランティア団体やグループ等の活動発

表等を行う大会を毎年開催 しておりますが、その

大会の名称は何というでしょうか。

1.健康福祉大会     3.社 協まつ り

2.ボランティア推進大会

小尾喜久恵 様 (長坂町) 金 100′000円

完サ| 修
一

様 (大泉町) 金 50′000円

藤原 国光 様 (大泉町) 金 50′000円

酒井 治孝 様 (高根町) 金 146′000円

平成 22年 9月 30日 現在

震度 6以上の地震、または河川の決壊などにより

甚大な被害が発生した場合などに、社会福祉協議

会と災害対策本部の協議によって設置されるセン

ターは何というでしょうか?

1.災 害ボランティアセンター

2.災 害医療センター

3.災 害多言語支援センター

仏の煤め回



災書ボランテイアセンターつて何?

災害ボランティアセンターとは、被災者のニーズ 確」壊 した家屋の簡単な片付け、物資の運搬など

の依頼)と 支援に訪れた災害支援ボランティアをヨーディーネー トし、被災者や被災地を支援する

為に設置される機関です。大規模な地震や河川の決壊などその地域で甚大な被書が発生 したとき、

または、被災状況からボランティアによる支援が必要と認められる場合に設置されます。

被 災 者

○設置判断

震度 6以上の地震、または河川の決

壊などにより甚大な被害が発生した

場合などに、社会福祉協議会と受害

対策本部の協議|こよって設置の要否

判断が行われます。

サ

ボランティアの依頼

災害ボランテイアセンター

登録

サ

)舌動依頼

災害 支 援 ボラ ンテ イア

『子供たちのボランティア体験J
夏休み期間中を利用して、各所で夏休みボランテイア体験学習が行われました。

車椅子や福祉器具を学んだり、施設で利用者の方と交流したり、普段はなかなかできないことを、

経験してもらいました。

お年寄りの方々と直接触れ合うことで、「チョッとした思いやりを持つだけで

お互いに明るく楽しく過ごすことができる」と感じてもらえたと思います。

参加した子どもたちの夏の思い出になり、これからのボランティア活動や社会

参加のきつかけとなることを願います。

北杜市社協では、今後もボランティア活動の普及 。啓発のために、このよう

なボランティア体験の機会を作つて行きたいと考えております。

次のページで、ボランティア体験の様子をほんの一部ですが紹介します。

社会福祉法人 緑 の風は、三分一湧水公園の近 くにあります。障碍のある方達と一緒に、花やパン

や野菜や焼き菓子を作つて (販売もしています)し る`施設です。

緑の風では、パンの販売や花苗の手入れ、押 し花作 りや畑の仕事、庭のガーデニングや施設で演奏

等を して頂けるボランティアさん (個人 ・グループ)を 募集 しています。国時等は、ボランティア

さんの希望の時間に合わせます。     .
がい

障碍のある方達と一緒に、楽しいひとときを過ごしませんか。

:所:長坂町大井ヶ森994-l TEL:0551‐ 20口4400

ドランティア募集に関する情報を掲載しております。

こ軽にお問い合わせ下さい。

回 仏の煤め
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韓LO
ボう>手fP須玉町ボランティアグループ

レクリエーションを学びました。
H2292須玉ふれあい館において

毎年恒例となつている 『ボランティアき成講座』が開催され、須玉

町のボランティアグループ福寿車会員 104名が困つたり笑つたりしな

がらレクリエーションを学びました。

福祉 レクリエーションワーカーの森講師は、各地区

で行われている 「はつらつシルバーの集い」で、すぐ

に役立つご当地体操や介護予防体操、棒体操など実体

験を下にわかりやすく伝授 してくれ、学んだ会員自身

も転倒予防 ・筋カアップの大切さを実感 したのではな

いでしょうか。

今年度も半分が終わり、これから「はつらつシルバー」

が活発に開催され

る時期 とな り、ボ

ランティアの活躍

を後押 しして くれ

る講座とな りま し

た。

1転趨転遷麹題鴛督極占意志と名,=tt i

ボランティア活動晋及

一

服の活動紹介
・

ジ

点鞭 ☆ゑ… 姦 轟 嬢
ヤ

北杜市立高根東小学校

「重くてうまく動けないよ。」「後ろからそうっと押してね。」7月 に実施した福祉集会で子どもたちから聞

こえてきた声です。高根東小学校では、学校教育目標として 「′いが豊かで思いやりのある子ども」の育成を

目指し、福祉教育の一環として、毎年福祉集会を行つています。今年は、市の社会福祉協議会の方の協力を頂き、

体験活動を行いました。4・ 5年生がペアになり、重りなどで自由に体を動かせない高齢者体験セットを身

に付けて、歩行や階段の上り下り。名前を書くなどの体験や、車椅子でのカラー

ヨーンを避けての移動や体操用マッ トを使つての段差の上 り下りを体験 しまし

た。福祉集会での体験を通 して、お年寄りや障害を持つ方の願いや苦労等に目を

向け、そうした方々のために自分たちができることはないかを考える良い機会に

なりました。「おじいちゃん、おばあちゃんって、たいへんだね」「自分ができる

ことで手助けをしたいな。」福祉集会の後、こんな声が子どもたちから聞こえて

きました。

また、 6年 生は、総合的な学習の時間で福祉教育を中心とした学習を進め、市

内の福祉施設への訪間活動をしています。 10月 には、バリアフリー教室として、

車椅子利用者の立場からの講話やバス及び福祉タクシーを利用 しての車椅子利用

者体験及び介助体験、自杖 ・アイマスクを付けて

の視覚障害者の疑似体験及び介助体験を実施しま

す。ボランティア活動としては、児童会を中心に

した登校時のゴミ拾い運動、アルミ缶やペットキャップの回収、募金や古切手 ・

テレホンカー ド・手ぬぐい 。石鹸集めなど、保護者の方にも協力をいただきな

がら、継続的に行なつています。自分たちでできる活動にかかわることで、助

け合いながら生きていくことの大切さを理解 し行動できるようになつて欲 しい

と思つています。福祉やボランティア活動を通 して、人を思いやり大切にして

いこうという豊かな心情が、子どもたちの中に少しずつ育つてきています。

※この 「ほのぼの」は、市民の皆様から寄せられました善意の赤い羽根共同募金の
配分金の一部を財源としています。


